英語教育における用例について考える

大谷 啓明
英語教育においては辞書や文法書の例文をはじめ発話の用例が多岐にわたって使用される。近年各種コーパスや電子メディアの発達に伴い、authenticな用例の必要性も強調されるようになった。Breen(1985)1)はテキストそれ自体のauthenticity以外に学習者及び習得環境にまでこの概念を拡げ、相対化を試みたが、筆者の見解ではauthenticityという語を学習者や学習環境の妥当性にまで拡げると、本来相対化しようとしたこれらの要因に「本物」と「偽物」という絶対的価値観を含む語を適用することになり矛盾するので、authenticityという語はテキストに関係する要因に絞って用いたい。

　実際の英語教育では例えば「助ける、役立つ」という意味で用いるhelpに関してコーパス及び入試問題では共にhelp O (to) do及び help (to) doという構造の頻度が高くhelp O with～という構造は非常に稀であるにもかかわらず、日本のほとんどの英和辞典では申し合わせたようにhelp (to) doの用例を割愛しhelp O withには用例を与え、その用例はhelp her with her homeworkといった画一的なものがほとんどである。これは、いかに日本の英和辞典が実際の言語使用の実態から遊離し、ただ因習によって用例が恣意的に選ばれているかという現状を示している（一方、OALD, LDCE等学習英英辞典にはhelp (to) doの用例が与えられている）。authenticな用例は単に実際の発話にそのソースをもつだけでなく、一般的には当該の語の典型的な使用環境の１つを反映していることが望まれるが、日本の英和辞典などは最初からこの２つの要件を全く満たしていないことがほとんどである。確かに用例は学習者のニーズやレベルに合わせるべきであるが、現実の発話と接点のない用例の蓄積によって最終目標であるnatural language useを学習者が達成できるかは疑わしい。

1)Breen, M. P. 1985 ‘Authenticity in the language classroom’ Applied Linguistics 6/1  
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